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エアサスペンション装着車において、 積荷の重心が偏った状態で走行したことで、 エアサスペン 
ションのサポートビームに過大な負荷が掛かり、 エアスプリングの変形やサポートビームを損傷した
事例があります。 片荷等の重心が偏る積載は避けるようにお願い致します。

■	対象車両

ポスト ・ポスト新長期規制　大型トラック、 中型トラック　エアサスペンション搭載車

■	積荷の重心が偏った状態で走行しエアサスペンションが損傷した事例

エアサスペンション付きトラック

積荷が偏っていると、 エアサスペンションに過大な負荷を与える可能性があります

■	積荷の際の注意点について

◆積荷の重量が左右均等になるようにしてください。

左右均等 片側に偏り 左右で重量差がある

積荷の状態

◆リヤタイヤ（後２軸車は後後輪）タイヤハウス隙間の左右差が４０ｍｍ以下になるようにしてください。

サポートビームの損傷

サポートビーム

エアスプリング

左右差が４０ｍｍ以下

エアスプリングの変形



■	取扱説明書の記載について

取扱説明書に記載されている積荷の際の注意事項を一部抜粋して紹介致します。
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